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１ はじめに 

 

 PTAは本当に必要なの？ その答えがコロナ禍 

によって見えたような気がします。保護者の生活

スタイルは変わっても、既存の活動からなかなか

発想を変えられず、PTA としてどのように活動を

続けていくべきか悩みました。しかし感染症対策

により、自然な流れで時代に合った活動に変わろ

うとしています。245PTA は、生徒思いで前向き

な先生方のご協力のもと、持続可能な PTA 活動を

進めていきたいと考えております。 

 

 

２ 委員会活動紹介 

 

役員選出方法 

 

新入生資料に PTA 活動紹介とアンケートを同

封し、新入生説明会時に回収します。そのアンケ

ートを基に、指名委員が電話で役員勧誘していま

す。丁寧な説明をすることにより、活動内容にご

納得されて参加される方が多いです。また本部役

員立候補・推薦受付の開票はライブ配信で行いま

した。 

 

本部 

 

学校行事への協力や、各委員会が気持ちよく活

動できるように学校側と調整するのが主な活動と

なります。 

西高で一番盛り上がる行事は、毎年 6 月に行わ

れる体育祭です。赤黄青の 3色に分かれて、手作 

 

 

り衣装を着ての華麗なダンスや真剣勝負のリレー。

見応えたっぷりで、毎年多くの保護者が訪れます。 

今年度は、3 年生保護者のみ指定席での観覧が可

能となったので、非接触型検温器を購入し、受付

にて来校者の検温や学校への入退時間の名簿管理

をお手伝いしました。また生徒の皆さんへ、ペッ

トボトルを 2 本ずつ配付いたしました。体育祭を

観覧できなかった保護者が雰囲気だけでも共有で

きたらと、昨年度に引き続き鑑賞会を検討中です。 

毎年 9 月に行われる西高祭（学園祭）は、体育

祭同様に盛り上がる行事のひとつです。夏休み前

から生徒の皆さんは準備や練習を重ね、販売や発

表で西高独自のお祭りを楽しみにしています。 

昨年度は、地域のお菓子屋さんにご協力頂き、

コロナ禍でも販売しやすいように“西高オリジナ

ルクッキー”の作成を計画しました。今年度は、来

校者受付のお手伝いをする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学年委員会 

 

月一回の定例会は LINE を活用し報告する形を

とっています。学校で話し合いをする場合は、ソ

ーシャルディスタンスを保ち、議題を前もって周

知しておくことにより短時間で終わるように工夫

しています。 

おもな活動として、体育祭ではスポーツドリン

ク・お茶の配布、マラソン大会では完走後にけん

ちん汁をふるまっていました。しかしコロナ禍に

より、すべての活動が出来なくなりました。その

ため昨年度は、マラソン大会参加記念として“西

高オリジナルボールペン”を全生徒へ配付させて

頂きました。 

今年度の体育祭も、感染症対策により飲料の配

布は出来ませんでしたが、学校協力として来校者

受付のお手伝いをさせて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境整備委員会 

 

 毎月の定例会で苗の植替え、土の入替えなどを

行なっています。また、当番で水やりや花柄摘

み、草取りなどをして、正門にある花壇のお世話

をしています。定例会や水やりなどの活動自体は 

あまり変わっていませんが、コロナ禍前は簡単な

作業報告を LINE にアップしていました。昨年 3

月から感染症対策により入校禁止となったので、

活動未経験の１年生に作業内容を知ってもらうた

めに、LINE のノートを活用して報告し、作業内

容を引き継げるように変更しました。 

定例会も２０名くらい集まるので、担当の先生

と相談して広い部屋に変更し、感染防止に注意し

ながらコロナ禍前と変わらない花壇となるよう活

動を続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

成人教育委員会 

 

①『芸術鑑賞会』 

②『社会見学会』 

③『校内カルチャー』の 

３つの柱を軸とした活動で保護者同士の楽しく交

流の場になるべく活動を行なってきました。 

コロナ前の令和元年には①『芸術鑑賞会』とし

て劇団四季の「パリのアメリカ人」を神奈川芸術

劇場にて鑑賞し本物の歌やダンスに圧巻！ 鑑賞

の前後でランチや買い物も楽しめたとの声を沢山

貰いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②『社会見学会』としてのバスハイクでは、新設

された豊洲市場見学、築地でお寿司の昼食&買い

物の後、水上バスで浅草に渡り各々、家族へのお

土産を沢山買い込み満喫して貰いました。道中貸

切りバスの中での雑学クイズ大会も楽しんで頂け

た様で終了後のアンケートでは好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③『校内カルチャー』として印度料理教室を行

いました。初めにインド在住経験のある委員から

の講習で、インド文化やスパイスの効能について

学んで貰い、実際にスパイスを使った一品を作っ

て頂き、予め作っておいた料理と共にお食事して

貰いました。帰りにはインド料理レシピとスパイ

スのお土産付きで、インドに興味を持ち行きたく

なった！との声を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年のコロナ渦では、③『校内カルチャー』

として「体育祭鑑賞会」を行いました。感染症対策

により体育祭を生徒と先生のみで行った為、保護

者の皆さんの鑑賞の場を作りたい。特に最後とな

る 3 年生の保護者の皆さんに見て貰いたい！とい

う想いから、体育祭当日に先生が撮ってくださっ

た写真を基に、成人教育委員会でそれらを編集し

てスライドショーを作りました。当日は検温や消

毒、会場の感染症対策を徹底して、人数を分け 2

回で鑑賞しました。その場で鑑賞する事が出来な

かったにも関わらず、スライドショーでは実際に

その場に居るかのごとく気持ちが盛り上がって鑑

賞する事が出来、マスク姿の声の代わりに大きな

拍手で会場が包まれました。 

令和 3 年についてもコロナ禍にある為、計画し

ていた①②については既に中止としましたが、『校

内カルチャー』として「苔玉作り」を計画していま

す。状況次第では中止も踏まえて、安全で楽しく

出来る事をこれからも計画して行きます！ 



 

交通安全対策委員会 

 

多くの生徒が通学に自転車を利用しています。

毎年 5 月に行われる自転車点検では、専門業者の

方にお願いし、1 台 1 台丁寧に点検しています。

不備があれば点検表に書き込み、生徒へ渡してい

ます。また朝の交通安全指導(年 3 回)では、坂の

多い土地柄、自転車のスピードの出し過ぎや歩行

者への配慮など、交通ルールが守られているかを

チェックしながら、元気に声を掛けています。そ

の他に、ハザードマップの作成や近隣の学校との

交通安全会議への出席など、生徒達が安全な学校

生活を送れるよう活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会 

 

コロナ前は定期的に定例会を開き、学校で話し

合いながら編集作業をしていました。取材は 1 枚

でも多く良い写真を撮るため、メンバーがそれぞ

れ写真を撮り、取材に参加していました。コロナ

前までは夏休み前と卒業号として年明けの年 2 回

発行し、印刷会社とは対面打ち合わせをして発行

スケジュールを立てていましたが、コロナ禍の活

動は試行錯誤の連続です。行事の延期や中止。感

染症対策による取材制限。素材の量も少なく、集

まりも必要最低限。ないない尽しの中、印刷会社

とはオンライン上で打合せをし、コロナ禍であり

ながらも工夫を凝らして、例年通り年 2 回の発行

を予定しています。マスクをしていても笑顔が溢

れ、西高生らしい元気いっぱいの表紙レイアウト

が自慢です。☆☆☆245315☆☆☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


